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日本生理学会を考える
東京慈恵会医科大学細胞生理学講座

栗 原 敏

1．はじめに
日本生理学雑誌のVision に投稿依頼がありま

した．次期会長としての考えを会員の皆様にお伝
えするという主旨だと理解しました．
日本生理学会は大正 11 年（1922），当時，生理

学教室を主宰していた旧帝国大学と主だった私立
医科大学の生理学教授によって創立され，学会活
動が始められました．日本では生理学は基礎医学
の一部として位置づけられていたので，多くの生
理学研究は医学部を中心に行われていました．そ
のような経緯があるので，生理学というと医学の
一部と多くの方が理解しています．
しかし，生理学は医学の基盤で臨床医学を支え

ているだけでなく，生命科学全体の根幹となる重
要な研究・教育を担っており，生命の理，生きて
いることの理を解明するという生命科学の基幹分
野の一つです．
分子生物学の発展によって遺伝子の解明が進

み，生命の基盤となる構造が遺伝子レベルで明ら
かになりつつある中で，分子生物学の隆盛とは裏
腹に生理学が活力を失いつつあるように見えま
す．しかし，遺伝子の解明だけでは，生命の仕組
みを解明することは困難であることが指摘されて
います．遺伝子や分子レベルでの研究とともに，
分子，細胞，組織，生体レベルでの機能を理解す
るための研究が必要とされています．分析と統合
はいつの時代でも求められます．2009 年に京都で
開催された第 36 回国際生理学会世界大会（IUPS）

では，Function of Life, Elements and Integration
が学会のテーマとして掲げられました．要素の研
究をいかに統合して生命の仕組みと働きを理解す
るかということがテーマとして取り上げられたの
です．

2．日本生理学会を見つめる
生理学と名のつく関連分野は数多くあります．

例えば，基礎生理学，応用生理学，臨床生理学，
病態生理学，看護生理学，運動生理学，栄養生理
学，細胞生理学，分子生理学，宇宙航空生理学，
動物生理学，植物生理学など，思いついたものだ
けでも相当数あります（もちろん研究対象として
いる分野別では，神経生理学，筋生理学，循環生
理学，環境生理学など数多くあります）．このよう
に生理学という名称が広く使われているのは，生
理学という名前を付けることによって，当該分野
が生命の仕組みと働きの解明を目指しているとい
う意思表示をしていることだと理解しています．
これほど広く生理学という名称が使われているの
ですから，日本生理学会はこれらの関連学会と交
流することにより，活性化の道を考えることがで
きるのではないでしょうか．関連学会との連携を
図ることによって，日本生理学会だけでなく関連
学会にとってもメリットがあるような連携の具体
策を考えるべきでしょう．今年の大会は東日本大
震災の影響で誌上発表となりましたが，日本解剖
学会との合同開催に向けた準備の中で，参考にな
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ることが多々ありました．今後も学会間の連携・
協力は，双方にとってメリットがあるものと考え
ています．

3．先端的研究と他分野・他学会との連携
日本生理学会会員はそれぞれの分野で最先端の

研究に取り組み競いあっています．その成果を発
表する場として日本生理学会大会があります．自
分の専門分野と異なる分野の研究者との学術交流
の場としても大会は重要だと認識されており，多
くの方が日本生理学会会員となり，毎年，大会に
出席しています．また，世界に日本生理学会の学
術活動を発信するために国際誌（Journal of Physi-
ological Sciences，JPS）が刊行され，多額の予算
が使われています．日本の生理学研究の成果をい
ち早く世界に情報発信するという点で，大会にお
ける発表と抄録の発刊は学会活動の根幹であるこ
とは言うまでもありません．
しかし，最近の日本生理学会会員と大会参加者

の減少を見ると，日本生理学会大会への参加と発
表に対して会員が興味を示さなくなっているので
はないかと危惧します．国内での発表より国際学
会での発表が魅力的であることは理解できます．
多くの外国の研究者に研究成果を聞いてもらえ，
情報交換できる国際学会への出席は大いに振興す
べきです．しかし，格安チケットが手に入る時代
になっても国際学会の出席には経費がかかりま
す．また，国内学会で発表することは，日本にお
ける当該分野や他分野の研究者に自分の研究内容
を理解してもらい，日本生理学会会員の絆ができ
るというメリットがあります．現在，研究分野は
細分化しているので，自分の専門分野とは異なる
発表には興味がないのかも知れませんが，他分野
の研究が大いに参考になったり刺激になることも
あります．日本生理学会大会のプログラムの組み
方にも関係しますが，日本の生理学の各分野がど
のように進歩発展しているのかを知ることは，生
理学者の責任ではないかと思います．これは教育
上も必要なことです．また，国単位で学会組織が
あり，情報伝達は各国の生理学会を通して行われ
ているので，日本生理学会会員になることによっ

て世界の情報を入手できるというメリットがあり
ます．
各分野の先端的研究を進めるとともに，日本生

理学会の裾野を広げることも必要です．生理学が
多くの他学会と関係していることを考えれば，日
本生理学会と関連している学会と連携・協力し，
会員の獲得に努めることは学術活動の上でも，ま
た，財務を安定させるためにも極めて重要です．
研究者の絶対数が減少していく中で，会員を増や
すことは困難に違いありませんが，上記のように
多くの生理学と名のつく分野があるのですから，
これらの分野で活躍している研究者を取り込む努
力が求められるのではないでしょうか．

4．国際的な学術活動
日本生理学会では国際交流委員会が中心となっ

て国際的な活動に対応しています．今後，ますま
す国際的な活動を活性化する必要があります．そ
の一つの大きな事業として第 36 回国際生理学会
世界大会を開催し，日本生理学会を世界にアピー
ルしました．また，2019 年にはアジア大洋州生理
学会（FAOPS）を日本生理学会が主催することに
なり，アジアにおける日本生理学会の存在を示せ
るものと期待しています．しかし，韓国，中国な
どの生理学会の活動は急速に伸びており，日本生
理学会がアジアにおける中心的役割を果たせるか
危惧する向きもあります．日本生理学会の活性化
を視野に入れて，2019 年の FAOPS開催準備を進
めることが肝要と考えています．欧米だけでなく
アジアにも目を向けて，各国生理学会とのジョイ
ントシンポジウムを開催するなどの努力が必要と
なるでしょう．すでに日中韓生理学会の合同シン
ポジウムなどが行われていますが，今後一層，推
進することが求められます．

5．生理学教育を基軸として
生理学が多くの分野と関連していることを考

え，日本生理学会の裾野を広げ存在感をアピール
するためには生理学教育は重要です．教育委員会
がその任にあたっていますが，教育を基軸として
日本生理学会の取り組みを関連分野の関係者や，
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若い人に理解してもらい，求心力を高めることが
必要と考えています．
例えば，医学の基礎は人体の構造と機能を理解

することで，生理学教育の責任は極めて重いと思
います．臨床のための生理学という表現には抵抗
があると思いますが，日本生理学会会員の学術活
動の成果が，臨床医学の基盤を形成していること
を強調していくことは必要でしょう．臨床が重ん
じられる医学教育カリキュラム改革の中で，生理
学の面白さと重要性を伝える努力をしなくてはな
りません．それには，自分の専門分野だけでなく
他分野の進歩を理解することが求められ，学会大
会はその好機ではないでしょうか．また，それに
対応できるプログラムを企画することが必要とな
ります．

6．社会における生理学
1986 年の“科学”という雑誌に，社会と科学に

ついて英国王立協会が審議会を設置し，そこでの
審議結果“公衆に科学を理解してもらうために”が
掲載されました．詳細は省略しますが，その中で，
科学者は社会の理解を得るための努力をしなくて
はならないということが強調されています．日本
生理学会会員にも同じようなことが言えるのでは
ないでしょうか．人の生命の仕組みの解明を目指
している生理学とはどのような学問で，どのよう
に応用されているのか，一歩踏み込んで，疾病の
原因解明と治療，予防にどのように繋がると考え
られるのか．各研究者がそれぞれの立場で，自分
の専門とする分野の研究が社会とどのような関係
にあるのか，説明責任を果たしながら研究を進め
ることが求められています．研究には，目的志向
型の研究（例えば，疾病の病因解明や治療を目指
した研究）や学理探究型の研究（自分の興味に従っ
て生命の謎を解き明かすような研究）などがあり
ますが，どのような研究も社会と無縁ではないは
ずです．また，研究倫理が問われている中，市民
の理解を得る努力は欠かせません．
私たちの研究費は公費で賄われています．その

点からも，自分の研究を社会に対して説明してい
く責任があります．これまでも市民公開講座が開

催され，2009 年の IUPS では小学生，中高生を対
象として生理学研究の成果を分かりやすく解説す
るセッションが開催されました．このような活動
を一層活性化し，マスメディアに対して生理学研
究に関係する情報を積極的に発信していくために
は，広報活動の拡大と改善が必要です．

7．日本生理学会運営の在り方
これまでも日本生理学会は，今まで述べてきた

問題に対応するために，常任幹事会の若返りを図
り，各種委員会活動の活性化を推進して成果を上
げてきました．しかし，学会会員，大会参加者の
減少などを考えると，日本生理学会の運営体制の
強化に努める必要があると感じます．
現在の，3役を中心とする体制を見直し，それぞ

れの役割分担を考えて副会長を複数名置くなどし
て，多様化する日本生理学会の活動に対応したい
と思います．中でも財務の改善は急務です．例え
ば，JPS の発刊は文部科学省から補助金を得て行
われていますが，いつ補助金が途絶えるかという
危惧があります．JPS の発刊が困難になることも
考えられます．会員の年会費収入に依存している
財務の改善は容易ではありません．会員数を増や
すことは必要条件です．また，会員数の減少が続
くなら，会員数に見合った運営を心がけることも
必要となります．特に，大会の開催方法は大きな
課題です．参加者が少ない大会の開催は大会主催
者に極めて大きな負担をかけることになります．
まず，会員が一人でも多く大会に参加することが
求められます．
今後，これらの点を踏まえて新たな体制作りを

していかなくてはなりませんが，それ以上に重要
なことは，日本生理学会は会員各人によって構成
されている学術団体であるという点です．会員の
意思に反する運営はできません．会員の皆様一人
ひとりが自分の学術活動における日本生理学会の
位置づけを考え，日本生理学会の運営をよく理解
し，協力していただくことが活性化の第一歩です．
会員の皆様が日本生理学会員であることに誇りを
もって活動できる魅力ある学会を目指していきた
いと考えています．


